
＞救急講習会の様子
広がる救急講習会受講者１万人超！

あ
な
た
に
も
で
き
る勇

気
を
出
し
て

心
肺
蘇
生
法
！

特集 新しい心肺蘇生法を徹底解説

もし大切な人がいきなり倒れたら…
何もしなければ
わずか３分で救命率は２５％に…
救急車が到着するまで全国平均８分間
あなたの応急手当で

救える命 (鼓動 )があります



次の場合は「普段どおりの呼吸なし」と判断しよう！
・胸や腹部の動きがない場合
・約 10 秒間確認しても呼吸の状態がよくわからない場合
・しゃくりあげるような、途切れ途切れに起きる呼吸がみ
　られる場合

・小児用パッドの対象は０歳から未就学児（６歳未満）となり   
   小児用パッドが ない場合は成人用パッドを代用してください。
※成人には、小児用電極パッドは使用しないでください。

　

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
で
は
、
質
の
高
い
胸
骨
圧
迫
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
効
果
的
な
蘇
生
を
行
う
に
は
、で
き
る
だ
け
早
期
か
ら
、「
強
く
」「
速

く
」「
絶
え
間
な
い
」
胸
骨
圧
迫
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
連
の
流
れ
を

見
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

10 秒以内で胸とお腹を良く見よう！
　傷病者のそばに座り、10 秒以内で傷病者の胸や腹
部の上がり下がりを見て、普段どおりの呼吸をして
いるか判断します。

ポ イ トン

・胸の真ん中を重ねた両手で「強く、速く、絶え間なく」圧迫します。
・肘をまっすぐに伸ばして手の付け根の部分に体重をかけ、傷病者の胸が少なくとも  
   ５㎝沈むほど強く圧迫します。

・１分間に少なくとも 100 回の速いリズムで 30 回連続して絶え間なく圧迫します。
・圧迫と圧迫の間は、胸から手を離さずに力を抜きます。
・小児に対しては、両手または片手で、胸の厚さの約 1/3 が沈むほど強く圧迫します。

人工呼吸より優先して胸骨圧迫から開始！
傷病者に普段どおりの呼吸がないと判断したら、ただちに胸骨圧迫を開始します。

ＡＥＤは全年齢に使えます！

ＡＥＤはどこにあるの？？ 十日町地域消防本部ホームページ
「ＡＥＤマップ」で確認できます。

 十日町消防  検  索

click!

ポ イ トン

ポ イ トン

消防だより火の用心　　  ２３　　　消防だより火の用心

　近年、救命率の向上はめざましいものがあるが、更なる向上のためには
市民が反応のない傷病者を目の前にして” 何もできない” ことを回避する
ことが鍵となる。それをふまえ、心肺蘇生法をより多くの人に、より効果
的に実践してもらえるような内容になりました。今回は重要ポイントを皆
さんに紹介します。

より解りやすく、より効果的になった

心肺蘇生法
ど
う

変
わ
っ
た
の
？

考
え
て

　

み
ま
せ
ん
か
？

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

その１ 新しい「救命の連鎖！」（成人と小児を共通）

その２ 胸骨圧迫の重要性を強調！（強く、速く、絶え間なく！）

その３ 普及・教育のための「救命入門コース」新設！

重要ポイント

心停止の予防

　

子
ど
も
の
心
停
止
の
原
因
に
は
ケ
ガ
、
溺

水
、
窒
息
な
ど
が
あ
り
、
大
人
が
注
意
し
防

止
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
人
の
場
合
は
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど

で
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
定
期
的
な
健
診
、

異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
も
大
切
で
す
。

　　　突然倒れた人を救命し、社会復帰させるために必要となる一連の流れを「救命の連鎖」といいます。

早期認識と通報一次救命処置

二次救命処置と

心
拍再開後の集中治療

　

突
然
倒
れ
た
人
な
ど
を
見
た
ら
、
た
だ

ち
に
心
停
止
を
疑
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
す
。

大
き
な
声
で
応
援
を
呼
び
、
１
１
９
番
通

報
を
行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
隊
が
早
く
到

着
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
通
報
時
に
電
話
を
通
し
て
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
は
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
に

よ
っ
て
血
液
や
酸
素
を
脳
や
全
身
に
送
る
こ

と
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
の
震
え
を
取
り
除
く
た
め

の
機
械
で
、
自
動
的
に
心
電
図
を
解
析
し
て

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど
う
か
を
決
定

し
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指
示
し
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
や
医
師
は
一
次
救
命
処
置
と
並

行
し
て
薬
剤
や
気
道
確
保
器
具
な
ど
を
利
用
し

た
二
次
救
命
処
置
を
行
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
傷
病
者
で
心
臓
が
再
び
拍
動
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
心
拍
再
開
後
の
集
中
治
療

に
よ
り
社
会
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

１２３４

その１ 新しい救命の連鎖！

胸
骨
圧
迫
の
重
要
性
を
強
調
！

一
次
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

心肺蘇生とＡＥＤの手順

傷病者発見

助けを呼ぶ

反応（意識）を確認する

周囲の状況を確認する

呼吸の確認

胸骨圧迫

人工呼吸

ＡＥＤ

New

New

30（胸骨圧迫）：2（人工呼吸）

New
小児用パッド

特集　心肺蘇生法徹底解説 特集　心肺蘇生法徹底解説

その２

救
急
救
命
士

　
　

涌
井
拓
磨

119 番通報と
AED を
 お願いします

わかりますか？

周囲は安全です
傷病者発見！

胸骨圧迫を 30 回実施したら、人工呼吸を２回行います。
※人工呼吸ができないか、口と口が直接接触することがためらわれる場合は　　
人工呼吸を省略して胸骨圧迫を続けます。

胸と腹部の
動きを見ます

電気ショックを
行います！
離れてください

胸の真ん中を
垂直に圧迫し
ます

人工呼吸２回



各種講習会案内
特集　心肺蘇生法徹底解説 特集　心肺蘇生法徹底解説

呼吸なし※3

③呼吸を見る

⑧ 心電図の解析
　 電気ショックは必要か

気道確保
応援・救急隊を待つ
回復体位を考慮する※2

④ 胸骨圧迫
 ●強く（成人は少なくとも５cm・小児は胸の厚さの約 1/3）
 ●早く（少なくとも 100 回／分）
 ●絶え間なく（中断を最小にする）
 ●圧迫解除は胸がしっかり戻るまで
⑤ 人工呼吸
 ●人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける
⑥ 心肺蘇生（胸骨圧迫 30 回＋人工呼吸２回）を繰り返す

⑦ AED 装着
 ●電源を入れる
 ●電極パットを装着する

⑨ 電気ショック１回
⑩ その後直ちに胸骨圧迫から  
 　心肺蘇生を再開

⑩ ただちに胸骨圧迫から
　 心肺蘇生を再開

しゃくりあげるような、途切れ途切れに
起きる呼吸がみられる場合も含みます

② 大声で叫び応援を呼ぶ
　 119 番通報・AED 依頼

必要なし必要あり

⑪ 繰り返し ⑪ 繰り返し

普段どおり
の呼吸あり

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開けたり、
普段どおりの呼吸が出現するまで心肺蘇生を続ける

処置

観察

　これまでの救命処置から変わった点はいくつかありますが、これまでの救命処置を否定
するものではありません。いざという場合には、これまでの方法であっても自信をもって、
救命処置を実施し、救命に役立てることが重要です。

注意

消防だより火の用心　　     ４５　　　消防だより火の用心

傷病者発見

周囲の安全確認※１

できるだけ早期から
　　　　　　「強く」「早く」「絶え間ない」
　　　　　　　　　　　　　　　　良質の胸骨圧迫を !!

重要

自分が二次災害に合わ　
ないよう周囲の安全確認

※１

※3

①反応 ( 意識 ) の確認

反応なし

・
心
肺
蘇
生
法
（
主
に
成
人
を
対
象
）

　

を
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、

　

要
す
る
間
で
き
る
。

・
A
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
理
解
し
、
正
し
く

　

使
用
で
き
る
。

・
異
物
除
去
法
及
び
大
出
血
時
の
止
血

　

法
を
理
解
で
き
る
。

　

◆
講
習
時
間　

３
時
間

　

◆
受
講
資
格　

中
学
生
以
上

　
　

受
講
者
に
は
修
了
証
が
交
付
さ　

　

れ
ま
す
。

【
普
通
救
命
講
習
】

普通救命講習修了証

平成 24 年度定期講習日程

会場：十日町地域消防本部講堂

2012

９日

十
日
町
地
域
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
管
理
係

電
話
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
５
５
８
（
直
通
）

問
合
せ
・
申
込
み
先

その３

救
命
入
門
コ
ー
ス
新
設
！

　
「
救
命
講
習
を
受
講
し
た
い
け
ど
、
長
時
間
の
参
加
は
難
し
い
…
。」
と
参
加
を
あ
き

ら
め
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
普
通
救
命
講
習
よ
り
短
い
「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
は
応
急
手
当
実
施
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

普
通
救
命
講
習
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
講
習
で
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
救
急
講
習
を
受
講
し
て
ほ
し
い
…

毎月９日
救
急
講
習
の
日

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
毎
月
９
日

を
「
救
急
講
習
の
日
」
と
位
置
づ
け
、
定

期
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
胸
骨
圧
迫
を
、
救
急
車
が
到
着
す
る              

   

の
に
要
す
る
時
間
程
度
で
き
る
。

　
（
人
工
呼
吸
の
手
技
を
除
く
。）

・
A
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
。

※
応
急
手
当
の
重
要
性
な
ど
講
義
を
含 

    

み
ま
す
。

　

◆
講
習
時
間　

90
分

　

◆
受
講
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

【
救
命
入
門
コ
ー
ス
１
】

・
救
命
入
門
コ
ー
ス
１
か
ら
の
実
技
を

　

中
心
に
復
習
す
る
と
と
も
に
、
異
物

　

除
去
及
び
大
出
血
時
の
止
血
法
を
講

　

習
し
ま
す
。（
人
工
呼
吸
の
手
技
を
含
む
。）

※
救
命
入
門
コ
ー
ス
１
を
受
講
し
な
い

　

と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

　

◆
講
習
時
間　

１
２
０
分

　

◆
受
講
資
格　

中
学
生
以
上

　十日町地域消防本部は、総務省消防庁が実
施する「応急手当短時間講習普及促進研究事
業」の実施地域（全国 7 地域）に決定されて
います。
　この事業は、応急手当短時間講習の効果的
な普及方法の研究により、受講者の裾野を広
げ、普及人員のさらなる増大を図り、救命率
の向上を目指すために実施される事業です。
　当消防本部は、救命入門コースの効果・効
率的な普及促進方法について調査・研究を行
い、結果を全国へ配信し、応急手当講習の普
及促進を図ります。

メモ

【
救
命
入
門
コ
ー
ス
２
】

救急講習の様子

日程はこちら

心肺蘇生とＡＥＤ一連の流れ
普
及
・
教
育
の
た
め
の

吐物等による窒息の危険があるか、　やむを得
ず傷病者のそばを離れるときは、傷病者を回
復体位にします

※2 回復体位



消防だより火の用心　　  ６

　

津
南
町
の
笹
沢
地
区
（
外
丸
、
三
箇
）
に
十
日
町
地
域
で
は
初
と
な
る
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
（
福
原
照
男
会
長
、
涌
井
夏
輝
リ
ー
ダ
ー
）
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

津
南
町
立
外
丸
小
学
校
児
童
、
旧
三
箇
小
学
校
（
現
在
津
南
小
学
校
に
統
合
）
児

童
、
両
校
を
卒
業
し
た
中
学
生
の
希
望
者
合
わ
せ
て
47
人
が
入
会
。
４
月
28
日
（
土
）

外
丸
小
学
校
体
育
館
で
発
足
式
を
行
い
、「
防
火
・
防
災
活
動
に
取
組
ま
す
。」
と
力

強
く
誓
い
ま
し
た
。

私たちが
地域防災

を担いま
す！

笹
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
発
足

結団式で誓いを述べたクラブ員

わ
た
し
た
ち
が

             

防
火
・ 

防
災
の
担
い
手
に

　

笹
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昨
今
発
生

し
て
い
る
自
然
災
害
な
ど
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、

防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
ク
ラ

ブ
員
や
地
域
の
結
束
が
よ
り
強
ま
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
か
ら
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
日
常
的
な
防
火
夜

回
り
広
報
を
は
じ
め
、
初
期
消
火
訓
練
、

応
急
手
当
訓
練
、
地
区
内
で
防
災
キ
ャ
ン

プ
を
開
き
、
テ
ン
ト
の
張
り
方
な
ど
の
体

験
を
行
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
動
く
こ
と
で
、
大
人
・
地

域
が
動
き
、
地
域
が
ま
と
ま
る
。
ク
ラ
ブ

を
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
小
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
消
防
団
員
の
理
解
を
得
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ
が
、
よ
そ
の
地
区
へ

広
が
り
、
相
互
の
交
流
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
防
災
だ
け
で
な
く
、
老
人

へ
の
声
か
け
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
る

く
元
気
な
地
域
を
目
指
し
た
い
。」
と
会

長
の
福
原
照
男
さ
ん
。

会長  福原照男さん (70 歳 )

　

リ
ー
ダ
ー
の
涌
井
夏
輝
さ
ん
は
、「
東

日
本
大
震
災
で
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

た
。
翌
日
の
長
野
県
北
部
地
震
で
も
笹
沢

地
区
に
も
多
く
の
被
害
が
生
じ
た
。
日
頃

か
ら
訓
練
を
し
て
、
困
っ
た
人
た
ち
に
手

を
差
し
伸
べ
た
い
。」
と
希
望
に
満
ち
た

表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

リーダー　涌 井 夏 輝 さ ん
（ 津 南 中 1 年 生 ）

少年消防クラブとは
　　防火・防災思想の普及を図ること

を目的として、少年少女で結成され

ている自主的な防災組織です。防火

や防災についての知識等を身近な生

活の中に見出すとともに、防火パト

ロールや防火・防災に関する研究発

表会の実施など、地域の防火・防災

思想の普及に努めています。

笹沢少年消防クラブ旗

メ モ

７　　　消防だより火の用心

救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置
の
範
囲
が
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
証
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

当
地
域
で
は
、「
救
急
救
命
士
の
処
置
範

囲
に
係
る
実
証
研
究
」
の
モ
デ
ル
事
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
医
療
機
関
、
医
師
会
及
び

消
防
署
な
ど
で
構
成
す
る
十
日
町
地
域
Ｍ
Ｃ

協
議
会
の
連
携
の
も
と
、
医
師
の
具
体
的
な

指
示
を
受
け
て
救
急
現
場
や
救
急
車
内
な
ど

で
救
急
救
命
士
が
行
え
る
処
置
の
範
囲
が
広

げ
ら
れ
ま
す
。

※
９
月
30
日
ま
で
は
該
当
症
例
件
数
の
計

上
、
10
月
１
日
か
ら
処
置
が
始
り
ま
す
。

　

拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
の
処
置
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
低
血
糖
性
の
意
識
障
害
の
可
能
性
が
あ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
血
糖
測
定
を
行
い
、
低

血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
ブ
ド
ウ
糖
溶

液
を
投
与
し
ま
す
。

◆
喘
息
治
療
用
の
吸
入
薬
（
吸
入
β
刺
激
薬
）

を
所
持
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
重
症
喘
息
発

作
を
起
こ
し
た
場
合
に
、
そ
の
吸
入
薬
を
使

用
し
ま
す
。

◆
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
、
心
臓
が
停
止
す

る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
患
者
さ

ん
に
点
滴
を
行
い
ま
す
。

今
回
拡
大
さ
れ
る
処
置
を
断
っ
た
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　

不
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

医師の指示を
電話や無線で

受けて、
救急救命士が
処置をします

「第 23 回消防ひろば」
　　　　　　　　を開催します !!
　今回は松代地域で行います !!
　大地の芸術祭鑑賞コースに消防職員が織
りなす芸術作品 !? を加えてみませんか？
　是非お立ち寄りください！

予 告

日時　平成２４年９月１６日（日）
　　　午前１０時～午後３時
場所　十日町市役所松代支所駐車場

①部屋の温度をこまめにチェック !

②室温 28 度を越えないようにエアコンや扇風機を　

　上手に使いましょう !

③のどが渇いたと感じたら必ず水分補給 !

④のどが渇かなくてもこまめに水分補給 !

⑤外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よ

　け対策も !

⑥無理をせず、適度に休憩を !

⑦日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを !

熱
中
症

予防していますか？
　熱中症は、ちょっとした注意で防ぐこと
ができます。屋外だけでなく、室内、車内
でも発症します。
　普段から心掛けて欲しいポイントを挙げ
ましたので、今日から試してみましょう。

熱中症を予防して、
　　　　　楽しい夏を満喫しよう !!

ポイント

第 22 回消防ひろばの様子
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消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

Fire Topics
装備

消
防
団
員
安
全
対
策

　
　
　
　
　
装
備
品
整
備

　

十
日
町
市
消
防
団
、
津
南
町
消
防
団

へ
拡
声
器
２
５
０
個
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

１
２
４
０
個
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

１
０
２
０
着
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
数
の
消
防

団
員
が
犠
牲
と
な
っ
た
教
訓
を
ふ
ま
え
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
消
防
団
員
の
安

全
対
策
の
強
化
を
図
り
、
全
国
の
消
防
団

員
の
更
な
る
装
備
の
充
実
を
促
進
す
る
た

め
の
国
の
補
助
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

整
備
さ
れ
た
拡
声
器
は
通
常
訓
練
、
災

害
現
場
活
動
で
指
揮
命
令
を
す
る
際
に
有

効
で
あ
り
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
や
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
は
夜
間
活
動
や
水
防
活
動
に
お

け
る
安
全
管
理
に
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
の
消
防
団
員
の
現
場
活
動
に
お
け
る

安
全
が
よ
り
一
層
確
保
さ
れ
ま
し
た
。整備された装備品を装着し、命令を与える

消防団十日町方面隊方面隊長

団

十
日
町
地
区
支
会

　
　
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

第
39
回
新
潟
県
消
防
協
会
十
日
町
地
区

支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
７
月
８
日

（
日
）、
津
南
町
な
じ
ょ
も
ん
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
、
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
十
日
町

市
消
防
団
各
方
面
隊
、
津
南
町
消
防
団
の

代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
会
の
最
後
に
８
月
５
日

（
日
）
村
上
市
で
開
催
さ
れ
る
、
第
63
回

新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
出
場
す
る

松
代
方
面
隊
本
部
分
団
が
展
示
を
行
い
、

素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
、
大
会
で

は
上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
地
区
支
会
競
技
結
果
】

　

第
１
位　

十
日
町
方
面
隊
五
軒
新
田

　

第
２
位　

松
之
山
方
面
隊
選
抜
チ
ー
ム

　

第
３
位　

十
日
町
方
面
隊　

鉢

「筒先員交替！」
優勝した十日町方面隊五軒新田チーム

　
　

　赤
色
灯

　

新
潟
県
消
防
救
助
技
術
大
会
ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
渡
過
で
優
勝
し
、
念
願
の
全
国
救
助

技
術
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
種
目
を
始
め
て
５
年
間
…
思
え
ば
署
内

予
選
会
で
落
選
、
県
大
会
で
も
１
位
に
な

れ
ず
、
悔
し
い
思
い
を
胸
に
、「
絶
対
に
県

大
会
で
優
勝
し
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
訓
練
に
励
み
、
よ

う
や
く
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
で
さ
え
暑
い
こ
の
夏
、
暑
さ
以
上

に
「
熱
い
」
気
持
ち
で
全
国
大
会
に
向
け

て
技
術
・
体
力
に
磨
き
を
か
け
る
よ
う
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
年
は
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
ど
こ
に
も
遊
び
に
連
れ

て
い
け
な
く
、
妻
と
子
ど
も
た
ち
に
は
迷

惑
を
か
け
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、「
全
国
大

会
が
終
わ
っ
た
ら
、
ど
こ
か
遊
び
に
行
こ

う
ね
！
」
と
家
族
に
言
い
聞
か
せ
訓
練
し

て
い
ま
す
。

　

職
場
、
家
庭
の
支
え
も
あ
り
、
良
い
環

境
で
訓
練
に
取
組
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
【
消
防
職
員
の
甲
子
園
】
と
い
わ
れ
る
全

国
大
会
で
、
高
校
球
児
に
負
け
な
い
よ
う
、

熱
く
・
爽
や
か
に
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
１
０
０
％
出
し
切
り
、
上
位
に
食
い
込

め
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　

十
日
町
地
域
消
防
署

　
　
　
　
　

消
防
副
士
長　

飯
塚　

裕
喜

救
助
魂

十日町地域消防本部
　

７
月
４
日
（
水
）
新
潟
市
消
防
訓
練

場
で
行
わ
れ
た
第
39
回
新
潟
県
消
防
救

助
技
術
大
会
で
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

（
と
か
）
に
出
場
し
た
飯
塚
裕
喜
副
士

長
が
優
勝
し
、
来
る
８
月
７
日
（
火
）

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
第
41
回
全
国
消

防
救
助
技
術
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
人
一
組
で
行
う
障
害
突
破
に
出

場
し
た
当
消
防
本
部
チ
ー
ム
も
２
位
と
な

り
、
７
月
19
日
（
木
）
山
形
県
で
開
催
さ
れ

た
東
北
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
へ
出
場

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
全
国
大
会
へ
の
出

場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ロープブリッジ渡過
飯塚裕喜副士長

最
初
の
障
害
、
３
メ
ー
ト
ル
の
高
塀
を

協
力
し
て
突
破
す
る
障
害
突
破
チ
ー
ム


